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『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
四
福
井
県
』
(
角
川
書

底
、
一
九
八
九
年
)
の
各
所
領
の
項
の
叙
述
に
多
く

を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お

き
、
た
い
。

き
て
、
石
井
氏
は
鎌
倉
末
期
の
守
護
(
得
宗
)
領

を
、
文
永
二
年
(
一
二
六
五
)
の
若
狭
国
惣
回
数
帳

東
(
以
下
「
大
田
文
」
と
記
す
)
の
朱
注
な
ど
か
ら

分
類
、
整
理
さ
れ
、

A

「
地
頭
得
宗
御
領
し
の
朱
注

を
も
つ
も
の
、

B
税
所
領
、

C
税
所
が
国
街
か
ら
奪

取
し
た
在
庁
別
名
、

D
得
宗
被
官
が
近
隣
の
武
士
の

所
領
を
押
領
し
て
係
争
中
の
も
の
、
の
四
種
、
合
わ

せ
て
五

O
か
所
、
回
数
に
し
て
七
二

O
町
歩
余
を
検

は

め

に

出

さ

れ

て

い

る

。

こ

の

う

ち

、

A
を
一
節
、

B
・
c

小
稿
の
目
的
は
、
南
北
朝
期
の
若
狭
に
お
け
る
守
を
二
節
で
そ
れ
ぞ
れ
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
全

護
支
配
の
あ
り
方
を
探
る
一
環
と
し
て
、
当
該
期
の
部
で
七
か
所
(
約
四
四
町
歩
)
あ
る

D
は
、
得
宗
公

若
狭
守
護
領
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
文
所
が
東
郷
地
頭
(
得
宗
)
分
に
付
け
て
し
ま
っ
た

鎌
倉
期
の
若
狭
守
護
領
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
石
井
東
出
作
を
除
け
ば
、
他
は
い
ず
れ
も
国
御
家
人
が
得

進
氏
が
、
田
中
稔
氏
の
研
矩
に
拠
り
な
が
ら
、
詳
細
宗
側
の
給
主
を
訴
え
て
係
争
中
の
も
の
で
あ
り
、
最

な
検
討
を
加
え
ら
れ
て
い
説
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
終
的
に
得
宗
側
に
帰
属
し
た
か
ど
う
か
が
確
認
で
き

で
は
、
そ
れ
ら
鎌
倉
期
の
守
護
領
が
南
北
朝
期
の
守
ず
、
こ
れ
を
他
の
得
宗
領
と
同
列
に
扱
う
こ
と
に
は

護
領
と
し
て
ど
の
程
度
継
承
さ
れ
た
か
を
、
南
北
朝
少
し
く
跨
踏
を
覚
え
る
の
で
、
さ
し
当
り
考
察
の
対

期
以
降
の
史
料
か
ら
可
能
な
限
り
検
証
す
る
方
法
を
象
か
ら
除
外
し
た
い
。
た
だ
、
予
断
を
も
っ
て
い
え

と
る
こ
と
と
す
る
。
そ
の
際
、
先
ご
ろ
刊
行
さ
れ
た
ば
、
こ
の

D
の
中
か
ら
南
北
朝
期
の
守
護
領
に
な
っ

3 6の6

南
北
朝
期
の
若
狭
守
護
領

ー
ー
鎌
倉
末
期
得
宗
領
か
ら
の

継
承
を
め
ぐ
っ
て
|
|

可

干す

昭

じ
河
村

南
北
朝
期
の
若
狭
守
護
領

鎌
倉
末
期
得
宗
領
か
ら
の
継
承
を
め
ぐ
っ
て
|

(
4
)
 

た
も
の
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

一
、
税
所
領
以
外
の
旧
得
宗
領

は
じ
め
に
、
石
井
氏
が

A
と
分
類
さ
れ
た
所
領
を

表
ー
と
し
て
次
頁
に
ま
と
め
て
お
く
(
た
だ
し
今
富

名
は
税
所
領
と
し
て
次
節
で
扱
う
)
。
以
下
、
こ
れ
ら

の
所
領
の
行
方
を
探
っ
て
み
た
い
(
所
領
に
付
す
数

字
は
表

I
の
恥
)
。

-

佐

分

郷

単
位
所
領
と
し
て
の
佐
分
郷
は
南
北
朝
期
以
降
の

史
料
に
見
え
な
い
が
、
同
郷
を
名
字
の
地
と
す
る
佐

分
氏
の
動
向
が
参
考
に
な
る
。
佐
分
氏
は
国
御
家
人

な
が
(
旬
、
寛
元
一
万
年
(
一
二
四
三
)
に
は
佐
分
蔵
人

が
関
東
御
教
書
を
奉
じ
る
六
波
羅
施
行
状
を
宛
て
ら

れ
て
「
御
家
人
役
問
事
」
の
「
若
狭
国
中
」
へ
の
披

露
を
命
じ
ら
れ
る
な
ど
(
ノ
一
|
一
二
一
)
、
早
く

か
ら
幕
府
(
守
護
)
権
力
と
は
緊
密
な
関
係
に
あ
っ

た
。
ま
た
南
北
朝
期
に
も
明
徳
元
年
二
三
九

O
)

に
佐
分
越
前
入
道
、
翌
年
に
佐
分
平
五
郎
が
、
そ
れ

ぞ
れ
若
狭
に
お
け
る
段
銭
徴
集
の
た
め
の
両
使
一
方

に
起
用
さ
紙
、
室
町
期
に
は
在
国
奉
公
衆
と
な
る
な

託
、
鎌
倉
期
の
性
格
を
保
持
し
て
い
た
。
か
か
る
佐

分
氏
の
た
ど
っ
た
道
を
前
提
と
す
れ
ば
、
そ
し
て
奉
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は
見
当
ら
な
い
が
、
室
町
期
に
は
幕
府
料
所
と
し
て
ら
認
め
ら
材
、
富
田
郷
が
も
っ
と
以
前
か
ら
幕
府
料

見
え
る
。
す
な
わ
ち
寛
正
六
年
こ
四
六
五
)
三
月
、
所
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
た
が
っ

幕
府
政
所
執
事
伊
勢
氏
の
被
官
倉
内
貞
忠
が
失
脚
し
て
、
当
郷
も
佐
分
郷
と
同
様
南
北
朝
期
に
お
い
て
守

た
腕
、
彼
の
跡
職
の
う
ち
富
田
郷
な
ど
の
代
官
職
が
護
領
で
あ
っ
た
公
算
は
小
さ
い
と
い
え
よ
う
。

政
所
執
事
代
蜂
川
親
元
に
預
け
ら
れ
た
州
、
姥
川
氏

3

東
郷

と
富
田
郷
の
関
係
は
少
な
く
と
も
親
元
の
父
の
代
か
建
武
元
年
(
一
三
三
四
)
十
二
月
当
時
の

J
品
時

法
師
跡
東
郷
地
頭
」
は
中
野
民
部
一
房
頼
慶
で
あ
旬
、

貞
和
五
年
(
一
三
四
九
)
に
は
将
軍
直
属
御
家
人
粟

飯
原
隠
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
「
相
原
L

の
知
行
と
さ

れ
て
い
る
の
司
、
建
武
政
権
期
、
南
北
朝
期
を
通
じ

て
、
東
郷
が
守
護
領
と
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と

み
て
よ
か
ろ
う
。

4

秋
里
名

南
北
朝
期
以
降
の
史
料
に
は
ま
っ
た
く
所
見
が
な

若
越
郷
土
研
究

十
六
巻
六
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公
衆
の
所
領
は
守
護
不
入
の
地
と
さ
れ
た
と
い
う
周

知
の
通
誕
を
勘
案
す
れ
ば
、
南
北
朝
期
以
降
の
佐
分

郷
は
、
守
護
領
の
対
極
の
位
置
に
あ
っ
た
と
い
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。

2

富
田
郷

富
田
郷
の
領
有
関
係
を
一
示
す
徴
証
は
南
北
朝
期
に

鎌倉末期の得宗領

No. 所領名 領有 関係 所在郡 総回数

町 反 歩

l 佐分郷 国領 大飯 113. 5. 330 

2 富田郷 " 遠敷 33. 2. 70 

3 東 恕F " " 20. 6. 320 

4 秋里 名 " " 11. 4. 230 

5 開発保 " " 16. 9. 150 

6 織手 名 " " 13. 7. 110 

7 鳥羽上保 " " 27. 4. 300 

8 鳥羽下保 " " 21. 3. 10 

9 吉田荘 長講堂領 " 18. O. 98 

10 国富保 官祈願領 " 33. 3. 344 

11 恒校保 嵯峨法花堂領 " 24. O. 240 

12 太興寺 天台無動寺領 " 11. 7. 26 

13 西津荘 高雄神護寺領 " 17. 9. 230 

14 太良保 東寺領 " 25. 8 40 

15 永富イ呆 法勝寺円堂領 三方 46. 8. 340 

16 得吉 保 尊勝寺護摩堂領 (不明) 10. 3. 64 

メ口入 計 446. 5. 282 

表 I

注 (1)文永 2年11月日若狭国惣回数帳案(東寺百合文書ュ函

12号)による。

(2)今富名以下の税所領、及び、国御家人と得宗被官が係争

している所領(7か所、 43町余)は除く。

(3)総回数は、別名分のみを除いた分で、寺社回・人給田・

河成・不作分等は含めてある。

開
発
保
・
西
津
荘

一史 5
給廿官自っ 、料
之六村岡立(公 A~13
、日山八 五 中 家 】

西よ弥月)略ー
津り三三)同

開郎日 御
多 発 井 布 分
烏は蔵志
浦か谷 井署
八三り左三
、に衛 郎

蔵て門左
谷守三衛
左護持郎門
衛 4跡事 、殿
門村)同
三山九御
郎殿月代
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給
之
、

右
の
史
料
に
よ
っ
て
、
開
発
保
と
多
烏
浦
を
含
む

西
津
荘
が
建
武
政
権
下
の
守
護
領
に
継
承
さ
れ
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
両
所
領
は
そ
の
後
も
長
〈

守
護
領
と
し
て
存
続
し
、
遅
く
と
も
一
色
氏
の
代
に

は
西
津
荘
に
守
護
所
が
置
か
尚
、
室
町
期
に
は
守
護

代
三
方
氏
が
開
発
保
に
宿
所
を
構
え
る
な
出
、
南
北

朝
・
室
町
期
の
守
護
権
力
に
と
っ
て
も
っ
と
も
枢
要

な
位
置
を
占
め
た
。

6

繊
手
名

暦
応
一
二
年
(
一
三
四

O
)
当
時
の
織
手
名
地
頭
は

某
経
光
な
る
者
で
あ
っ
た
州
、
貞
和
五
年
に
は
寺
岡

九
郎
左
衛
門
尉
の
「
当
知
行
領
」
と
さ
れ
て
い
語
。

こ
の
寺
岡
氏
は
将
軍
近
習
で
、
観
応
の
擾
乱
で
は
直

義
方
に
属
し
た
が
、
室
町
期
に
は
奉
公
衆
に
列
し
て

い
語
。
以
上
か
ら
、
織
手
名
の
性
格
は
佐
分
郷
や
富

田
郷
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
守

護
領
に
な
っ
た
可
能
性
は
小
さ
い
と
い
わ
ざ
る
を
得

r
、0

・4
J
d
i
v
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鳥
羽
上
保
・
鳥
羽
下
保

大
田
文
朱
注
に
よ
る
と
、
地
頭
(
得
宗
)
の
他
に

下
司
が
置
か
れ
、
上
保
は
松
田
左
衛
門
大
夫
人
道
後

家
、
下
保
は
多
国
三
郎
太
郎
郷
子
孫
が
そ
れ
ぞ
れ
在

ワ
a

・
0
6河

村

南
北
朝
期
の
若
狭
守
護
領

[
鎌
倉
末
期
得
宗
領
か
ら
の
継
承
を
め
ぐ
っ
て

職
し
て
い
た
が
、
南
北
朝
期
以
降
は
地
頭
職
に
関
す

る
徴
証
が
な
く
、
松
田
氏
に
つ
い
て
の
み
所
見
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
応
安
の
国
一
撲
後
の
史
料
に
「
と

は
の
中
ほ
う
(
鳥
羽
中
保
)
を
松
田
ふ
せ
ん
の
か
ミ

殿
御
ち
き
ゃ
う
の
時
L

と
あ
る
の
を
始
州
、
室
町
・

戦
国
期
の
鳥
羽
上
保
・
下
保
が
松
田
豊
前
守
の
知
行

す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
語
。
松

浦
義
則
氏
は
、
鎌
倉
末
期
以
降
代
々
鳥
羽
保
を
領
し

た
松
田
氏
は
六
波
羅
、
つ
い
で
室
町
幕
府
の
奉
行
人

で
あ
っ
た
こ
と
、
鎌
倉
期
の
松
田
氏
は
国
御
家
人
で

も
な
い
の
に
国
御
家
人
の
所
職
た
る
下
司
職
を
も
っ

と
い
う
点
で
特
異
な
性
格
で
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
を

明
ら
か
に
さ
れ
場
。
南
北
朝
期
以
降
の
松
田
氏
の
所

職
の
種
別
に
関
す
る
明
証
は
な
い
が
、
地
頭
職
と
下

司
職
が
併
存
す
る
と
い
う
、
あ
ま
り
一
般
的
で
は
な

い
鎌
倉
期
の
鳥
羽
保
の
あ
り
方
や
、
松
浦
氏
の
指
摘

さ
れ
た
松
田
氏
の
性
格
を
考
え
れ
ば
、
鎌
倉
幕
府
滅

亡
後
地
頭
職
と
下
司
職
は
一
体
化
さ
れ
た
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
そ
し
て
、
年
未
詳
な
が
ら
鳥
羽
上
保
を

「
御
料
所
L

と
す
る
史
料
が
あ
る
と
こ
ろ
か
泊
、
当

保
も
富
田
郷
な
ど
と
同
じ
性
格
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

9

吉
田
荘

南
北
朝
期
以
降
も
引
き
続
き
長
講
堂
領
と
し
て
継

続
し
た
こ
と
を
示
す
徴
証
は
あ
っ
て
呼
地
頭
職
に

つ
い
て
は
明
証
を
欠
く
。
た
だ
文
明
十
年
(
一
四
七

八
)
当
時
、
公
方
御
倉
籾
井
氏
が
代
官
職
に
あ
り
、

そ
の
被
官
が
年
貢
を
納
入
し
て
い
る
か
凶
、
遅
く
と

も
室
町
期
に
は
幕
府
料
所
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
憶
測
を
重
ね
て
、
南
北
朝
期

に
お
い
て
守
護
が
当
荘
地
頭
職
を
有
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
も
の
と
推
断
し
て
お
き
た
い
。

日

国

富

保

鎌
倉
幕
府
滅
亡
直
後
の
元
弘
三
年
(
一
三
三
三
)

五
月
二
十
九
日
、
後
醍
醐
天
皇
倫
旨
に
よ
っ
て
「
国

富
荘
地
頭
職
鵬
鵬
法
L

は
官
務
家
小
槻
匡
遠
に
宛
行
わ

れ
た
料
、
「
暦
応
(
三
年
ヵ
)
以
来
L

速
成
就
院
に
給

さ
れ
、
そ
の
ま
ま
南
北
朝
・
室
町
期
を
通
じ
て
同
院

に
伝
領
さ
れ
場
。

1
4

一
官
工
文
口
木

1

1

1

1

 

貞
和
五
年
三
月
当
時
、
藤
井
幸
熊
丸
が
「
恒
国
保

地
頭
職
」
に
あ
っ
鴎
。
そ
の
後
は
地
頭
職
に
関
す
る

所
見
は
得
ら
れ
な
い
が
、
貞
治
三
年
(
一
三
六
四
)

頃
「
武
藤
局
」
が
当
保
を
領
凶
、
室
町
初
期
に
常
在

光
院
に
寄
進
さ
れ
て
か
ら
、
守
護
一
色
氏
の
「
内
方
L

が
支
配
し
、
在
京
奉
行
石
川
氏
が
代
官
に
あ
っ
た
こ

(n〕

と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
、
地
頭
職
の
有
無
は
別
と
し
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若
越
郷
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研
究

十
六
巻
六
号
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て
、
室
町
期
に
は
守
護
の
支
配
下
に
あ
っ
た
こ
と
は

否
定
で
き
な
い
。

ロ
太
(
株
)
興
寺

建
武
二
年
の
も
の
と
思
わ
れ
る
、
若
狭
二
郎
入
道

直
阿
申
状
抄
(
は
|
一
六
四
|
二
に
よ
る
と
、
当

時
直
阿
は
「
太
興
寺
地
頭
」
を
名
乗
っ
て
お
り
、
副

進
文
書
の
中
に
元
弘
三
年
六
月
二
十
日
の
倫
旨
案
を

挙
げ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
正
安
四
年
(
一
三

O
二
)

得
宗
に
没
収
さ
れ
る
ま
で
太
興
寺
地
頭
で
あ
っ
た
と

い
わ
れ
る
直
昭
が
、
幕
府
滅
亡
直
後
に
還
補
さ
れ
た

と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
東
郷
公
文
で
直
阿
の
所
従

で
も
あ
っ
た
願
成
が
直
阿
に
背
い
て
直
阿
の
地
頭
代

を
追
放
し
(
前
出
直
阿
申
状
抄
)
、
し
か
も
そ
の
後
若

狭
氏
一
族
は
南
朝
方
に
属
し
た
の
笥
、
太
興
寺
地
頭

職
は
若
狭
氏
の
手
を
離
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
明
証

は
な
い
。
な
お
、
明
応
五
年
(
一
四
九
六
)
頃
、
守

護
武
田
氏
の
被
官
野
間
左
馬
助
入
道
が
鉢
興
寺
の
請

切
代
官
と
し
て
、
年
貢
の
三
分
の
一
を
「
毎
年
国
方

へ
」
納
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
時
、
こ
れ
ま
で
に

守
護
が
太
興
寺
に
何
ら
か
の
権
益
を
得
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
そ
の
始
期
が
南
北
朝
期
で
あ
る
可
能

性
も
否
定
は
で
き
な
い
が
、
蓋
然
性
は
高
く
は
な
い

と
思
わ
れ
る
。

H

太
良
保

周
知
の
ご
と
く
、
元
弘
三
年
九
月
一
日
、
太
良
荘

地
頭
職
は
後
醍
醐
天
皇
か
ら
東
寺
に
寄
進
さ
れ
(
ヒ

|
三
七
)
、
以
後
南
北
朝
・
室
町
期
を
通
じ
て
同
職
が

東
寺
の
手
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

鎌倉末期得宗領から南北朝期守護領への継承

継承が確実な所領 5開発保 13西津荘

継承の可能性を否定はできない所領 12太興寺

継承きれなかった可能性が高い所領 1佐分郷 2富田郷

6織手名 7鳥羽上保

8同下保 9吉田荘

11'1:豆半支保

継承されなかったことが確実な所領 3東郷 10国富保

14太良保

(不 明 ) 4秋呈名 15永富保

16得吉保

表E

日

永

富

保

貞
治
六
年
五
月
六
日
永
富
保
領
家
方
代
官
職
請

(
拾
の
中
に
、
寸
縦
雌
守
護
方
違
乱
井
地
頭
不
慮
之
煩

等
」
と
見
、
ぇ
、
地
頭
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
も
の
の
、

そ
の
在
職
者
に
つ
い
て
は
手
が
か
り
を
欠
く
。

日

得

吉

保

南
北
朝
期
以
降
の
所
見
は
ま
っ
た
く
な
い
。

注:数字は表 IのNo.

付
会
を
連
ね
た
以
上
の
検
討
結
果
を
整
理
す
る
と

表

E
の
ご
と
く
に
な
り
、
確
実
に
南
北
朝
期
の
守
護

領
と
し
て
継
承
さ
れ
た
旧
得
宗
領
は
、
次
節
で
述
べ

る
税
所
領
を
除
く
と
、
開
発
保
と
商
津
荘
だ
け
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
、
今
一
度
前
掲
史
料

A
に

注
目
し
て
み
た
い
。
先
に
は
両
所
領
が
守
護
領
で

あ
っ
た
こ
と
だ
け
を
確
認
す
る
に
と
ど
め
た
が
、
守

護
代
職
に
関
す
る
記
事
で
、
「
開
発
は
か
り
」
が
村
山

氏
で
「
西
津
・
多
鳥
ハ
」
蔵
谷
氏
に
給
さ
れ
た
、
と

あ
る
部
分
の
意
味
は
、
改
め
て
吟
味
す
る
必
要
が
あ

る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
当
時
の
守
護
領
が
開
発
保
と

西
津
荘
(
多
烏
浦
を
含
む
)
の
み
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
た
と
み
な
す
の
が
白
然
な
解
釈
で
は
あ
る
ま
い
か
。

本
節
で
の
、
憶
測
に
憶
測
を
重
ね
た
、
無
謀
と
も
い

う
べ
き
考
証
は
、
実
は
史
料

A
の
示
唆
す
る
点
に
対
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す
る
決
定
的
反
証
の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
の
作
業
来
の
税
所
領

(B)
は
、
税
所
付
属
の
別
名
た
る
今

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
結
果
で
あ
る
表

E
は
、
一
応
右
富
名
を
始
め
と
す
る
一
一
か
所
、
総
回
数
一
一
四
町

の
仮
説
を
是
と
し
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
歩
余
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
鎌
倉
末
期
に
税
所
が
国

な
お
、
こ
の
開
発
保
・
西
津
荘
は
、
小
浜
の
北
に
街
と
争
っ
て
奪
取
し
た
在
庁
別
名

(C)
が
一
七
か

隣
接
す
る
要
地
を
占
め
、
守
護
所
・
守
護
代
宿
所
が
所
、
一
二
五
町
歩
余
も
あ
り
、
両
者
を
合
わ
せ
る
と

置
か
れ
る
な
ど
、
南
北
朝
・
室
町
期
の
若
狭
守
護
に
二
八
か
所
、
二
三
九
町
歩
余
と
な
り
、
こ
れ
は
国
街

と
っ
て
最
重
要
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
領
全
体
の
お
よ
そ
二
割
に
も
達
す
る
。
こ
の
鎌
倉
末

回
数
の
み
か
ら
旧
得
宗
領
か
ら
の
継
承
面
を
過
小
評
期
の
税
所
領
が
、
南
北
朝
期
の
守
護
に
ど
の
よ
う
に

価
す
る
こ
と
は
謹
ま
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
ま
た
、
継
承
さ
れ
た
の
か
、
以
下
検
討
し
た
い
。

恒
校
保
の
よ
う
に
、
室
町
初
期
ま
で
に
守
護
の
支
配
税
所
は
、
建
武
期
に
は
国
司
の
支
配
下
に
組
み
込

(
幻
)

下
に
組
み
込
ま
れ
た
所
領
も
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ま
如
、
長
年
守
護
に
掌
握
さ
れ
て
い
た
状
態
か
ら
一

守
護
領
を
固
定
的
に
と
ら
え
る
こ
と
も
正
し
く
な
い
。
時
脱
却
す
る
が
、
建
武
政
権
滅
亡
後
は
、
守
護
が
税

し
か
し
、
鎌
倉
末
期
の
守
護
領
の
う
ち
税
所
領
を
除
所
職
を
兼
帯
す
る
体
制
が
復
活
す
語
。
か
く
し
て
税

〈
部
分
か
ら
の
継
承
分
が
、
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
い
所
領
は
、
南
北
朝
期
の
守
護
領
へ
と
継
承
さ
れ
る
こ

た
こ
と
だ
け
は
確
認
し
て
お
い
て
よ
か
ろ
う
。
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
鎌
倉
末
期
の
税
所
領
の
過

半
が
、
得
宗
の
権
威
を
背
に
し
て
国
街
か
ら
奪
取
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
す
れ
ば
、
や
は
り
、

南
北
朝
期
の
史
料
に
よ
っ
て
、
そ
の
度
合
い
を
見
定

め
て
お
ぐ
必
要
が
あ
ろ
う
。

【
史
料
鴎
】税

所
今
富
内
被
付
給
人
所
々

国

分

寺

安

行

四

郎

丸

加

尾

浦

田

三

方

今

富

95 

ニ
、
税
所
今
富
名

鎌
倉
期
の
若
狭
固
街
税
所
職
が
、
原
則
と
し
て
守

護
の
兼
帯
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
お
り
、
石
井
氏
が
「
守
護
領
」
に
税
所
領
を
含

め
ら
れ
て
い
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。
次
頁
の
表

町
は
石
井
氏
が

B
・
C
と
さ
れ
た
鎌
倉
末
期
の
税
所

領
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
語
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
本

河
村

南
北
朝
期
の
若
狭
守
護
領

鎌
倉
末
期
得
宗
領
か
ら
の
継
承
を
め
ぐ
っ
て
|

能
登
浦
田

志
積
浦
田

三
方
浦
田

丹
生
浦
田

以
上文

和
三
年
九
月
日

こ
れ
は
、
守
護
細
川
清
氏
が
「
税
所
今
宮
田
内
」
か
ら

給
人
に
宛
行
っ
た
所
領
を
列
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
見
え
る
所
領
と
表

E
を
照
合
す
る
と
、
本
来

の
税
所
領

(
B
)
だ
け
で
な
く
、
鎌
倉
末
期
に
税
所

領
に
組
み
込
ま
れ
た
グ
新
税
所
領
。

(C)
も
寸
税
所

今
富
内
L

の
名
の
も
と
に
守
護
の
領
有
下
に
あ
っ
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
(
表
中
の

O
)
。
な
お
、
史
料
B

の
八
か
所
(
安
行
・
四
郎
丸
を
二
つ
の
名
と
す
れ
ば

九
か
所
)
の
所
領
の
う
ち
、
本
来
の
A
7
富
名
は
「
三

方
今
富
」
の
み
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
頃
の
「
税

所
今
富
名
し
は
大
田
文
に
い
う
、
い
わ
ば
狭
義
の
今

富
名
に
と
ど
ま
ら
ず
、
税
所
領
全
体
を
指
す
呼
称
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
う
か
が
え

弱
。
こ
の
点
を
裏
づ
け
る
も
の
と
し
て
、
「
今
富
次

第
」
の
次
の
部
分
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

{
史
料
C
}

一
慌
時
臨
御
他
界
之
位
説
家
御
前
韻
慨
州

代
官
伊
賀
式
部
大
夫
入
道
道
賢
、
永
和
一
元

年
卯
月
廿
四
日
に
入
部
、
(
中
略
)
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十
六
巻
六
号

事責

所 官貢 名 郡 総回数 所職 備 考 (朱注など)

町反 歩

本 '恒 貞 浦 大飯 15. 6. 110 地頭、職

友 次 浦 " 6. 6. 310 " 
来 メt 富 名 (全郡) 55. O. 100 " 地頭得宗御領 。

光 里 名 遠敷 5. 1. 130 ( ? ) 得宗御領税所分

グ〉 千与 氷 名 " 6. 6. 230 ( ? ) " " 
賀 尾 浦 " 9. O. 210 地頭職 。

手見 阿 納 浦 " 1. 8. 70 " 
志 積 田 " 8. 330 " 

。
所 百旨 E支又E 浦 三方 3. 4. 。

" 
。

馬瀬・ 竹 J皮 " 6. 1. 320 ( ? ) 税所領

音質 丹 生 浦 " 3. 6. 240 ( ? ) (朱注なし) 。
計 114. 1. 240 

千 代次名 遠敷 6. 2. 320 公文職 留守所分国衡と相論

鎌 武 延 名 " 28. O. 。
" " " 

ノ屈会、 常 満 保 " 29. O. 150 ( ? ) 国御祈祷所元国街進止 。
末 二口七 松 名 " 10. 9. 150 ( ? ) 税所分国街雑掌と相論

期 時 干支 名 " 2. 8. 210 名主職 国街と相論

栗田イ呆別当回 " 6. 2. 10 ( ? ) 国街分

← 1 国 掌 名 " 1. 7. 100 名主職 国街と相論

税 七 郎丸名 " 9. 260 " " 
所 宮同松林寺 " 10. 5. 250 地主職 " 
1少 八 幡 { 呂

" 3. 4. 180 祢宜職 " 
汰 日 三口と キ土 " 3. 2. 140 " " ※ 

L 賀 民- 社 月 4. 3. 220 " " 
と 本日 意 名 月 5. 4. 240 ( ? ) " ※ 

な 是 永 名 " 3. 2. 350 ( ? ) " 
つ 女~ 行 名 " 1. 5. 20 地主職 国街と西郷地頭相論 。
た 四郎丸 名 " 2. 8. 90 " " 

。
所 佐古出作 三方 4. 3. 70 " 国街と相論

令真 計 125. O. 240 

五念 百十 239. 2. 120 

所日
品

3
A
1
 

グ〉期末
メb、
届鎌表E

注 (1)文永 2年11月日若狭国惣回数帳案(東寺百合文書ユ函12号)による。

(2)右端のOは文和 3年に「税所今富内」とされる所領(史料B)、※は永

徳 3年当時「税所今富名」の内部所領とされる所領(史料C)、0は南

北朝期以降も税所の支配下にあったことが確実な所領(本文注40参照)。
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次
官
臥
耕
加
賀
守
部
宗
叩
誠
一
鵬
欄
時
間
師
、
水
徳
三

年
七
月
廿
四
日
下
向
、
(
中
略
)
明
徳
二
年

十
二
月
、
迄
、

此
代
官
山
内
掃
部
助
通
永

但
阿
納
尻
四
名
石
丸
発
心
寺
吉
延

景
貞
日
吉
以
上
米
銭
共
に
二
百
石
は
、

伊
豆
殿
子
息
修
理
亮
殿
山
繭
介
御
代
官
安
房
小

次
郎
、
同
七
月
に
下
向
、
年
序
同
前
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
今
富
名
領
主
山
名
時
氏
後
家
の
も

と
で
、
高
木
理
宗
が
代
官
に
な
っ
た
永
徳
三
年
(
一

三
八
一
二
)
に
、
阿
納
尻
四
名
以
下
六
か
所
、
米
銭
二

0
0
石
分
が
時
氏
の
子
息
修
理
亮
(
義
理
ヵ
)
に
割

譲
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
六
か
所
は
税
所

今
富
名
の
い
わ
ば
内
部
所
領
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

う
ち
発
心
寺
・
日
吉
の
こ
か
所
は
、
表

E
に
相
意
名
・

日
士
口
社
と
し
て
見
え
る
か
叫
(
※
)
、
鎌
倉
末
期
の
税

所
領
の
大
部
分
が
、
南
北
朝
期
に
も
「
税
所
今
富
名
」

と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
た
も
の
と
認
め
て
よ
か
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
本
来
の
今
富
名
を
越
え
る
、
い
わ

ば
よ
り
高
次
の
所
領
概
念
と
し
て
「
税
所
今
富
名
」

の
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
に
、
鎌
倉
末
期

に
大
幅
に
拡
大
し
た
税
所
領
が
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま

97 

河
村

南
北
朝
期
の
若
狭
守
護
領

-
鎌
倉
末
期
得
宗
領
か
ら
の
継
承
を
め
ぐ
っ
て

i

鎌倉末期と南北朝期の守護領の構成

所領の種別 鎌倉末期 南北朝期

所 町反歩 % 所 町反歩 % 

荘 園 8 1 188. 1. 302 26 1 17. 9. 230 6 

国 税所領以外の国街領 81 253. O. 330 35 1 16. 9. 150 

所事税頁I本来の税所領
11 114. 1. 230 11 114. 1. 230 

街
税所が奪取した在庁別名

33 88 
17 125. O. 240 17 125. O. 240 

事責 得宗被官と固御家人 国街領 6 40. 1. 230 5 
ト一一一

荘園 との係争中の所領 荘園 1 3. 7. 200 1 

メ口入 言十 51 724. 4. 92 100 30 274. 1. 130 100 

表IV

ま
南
北
朝
期
の
守
護
領
と
し
て
継
承
さ
れ
、
定
着
し

て
い
っ
た
こ
と
が
、
っ
か
が
え
よ
、
7
0

む

す

び

最
後
に
表
狩
に
よ
っ
て
、
鎌
倉
末
期
と
南
北
朝
期

の
守
護
領
の
構
造
を
比
較
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
表
は
、
税
所
領
・
を
除
く
旧
得
宗
領
の
う
ち
南

北
朝
期
の
守
護
領
に
引
き
継
が
れ
た
の
は
開
発
保
と

西
津
荘
の
み
で
あ
る
と
し
た
一
節
で
の
き
わ
め
て
大

胆
な
憶
測
と
、
税
所
領
の
方
は
す
べ
て
継
承
さ
れ
た

と
す
る
こ
節
で
の
乱
暴
な
論
眠
、
そ
し
て
、
旧
得
宗

領
以
外
の
所
領
も
含
め
て
南
北
朝
期
に
な
っ
て
新
た

に
守
護
領
と
な
っ
た
も
の
を
一
応
考
慮
に
い
れ
な

吋
こ
と
な
ど
を
前
提
に
し
た
、
す
こ
ぶ
る
怒
意
的
な

も
の
で
あ
っ
て
、
細
か
な
数
値
が
さ
ほ
ど
意
味
を
も

つ
も
の
で
な
い
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
た
だ
、
巨

視
的
に
み
れ
ば
、
南
北
朝
期
の
守
護
領
に
お
け
る
国

街
領
の
比
率
、
と
り
わ
け
税
所
領
の
そ
れ
が
、
鎌
倉

期
に
比
べ
て
格
段
に
高
ま
っ
た
、
と
い
う
指
摘
は
許

さ
れ
よ
う
。
こ
こ
に
、
南
北
朝
期
以
降
の
若
狭
守
護

に
と
っ
て
税
所
職
・
税
所
領
領
有
の
も
つ
意
義
が
、

鎌
倉
期
よ
り
は
る
か
に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
語
。
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注(1)

田
中
稔
「
鎌
倉
幕
府
御
家
人
制
度
の
一
考
察
」

(
石
母
田
正
・
佐
藤
進
一
一
編
『
中
世
の
社
会
と

経
済
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六

O
年
、
の

ち
、
田
中
稔
『
鎌
倉
幕
府
御
家
人
制
度
の
研
究
』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
、
所
収
)

0

(
2
)

石
井
進
『
日
本
中
世
国
家
史
の
研
究
』
(
岩
波

室
田
肩
、
一
九
七

O
年
)
四
二
二

1
四
三
一
頁
。

(3)

東
寺
百
合
文
書
ユ
函
二
一
号
。
以
下
東
寺
百

合
文
書
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
京
都
府
立
総
合

資
料
館
編
『
東
寺
百
合
文
書
目
録
』
の
文
書
番

号
に
よ
っ
て
、
「
ユ
|
一
二
」
の
ご
と
く
示
す
。

(
4
)
D
に
属
す
る
所
領
の
う
ち
、
岡
安
名
は
康
安

二
年
六
月
一
目
、
「
道
永
跡
」
と
注
記
さ
れ
る
地

頭
職
が
足
利
義
詮
に
よ
っ
て
臨
川
寺
雲
居
庵
に

宛
行
わ
れ
て
お
り
(
『
福
井
県
史
』
資
料
編
2
〈以

下
『
県
史
』

2
、
の
ご
と
く
略
記
〉
、
天
龍
寺
文

書
八
号
)
、
守
護
領
に
な
っ
て
い
た
と
は
考
え
難

い
。
ま
た
、
清
貞
名
・
是
光
名
は
、
貞
和
五
年

の
文
書
(
『
教
王
護
国
寺
文
章
日
』
三
八
五
号
)

に
、
と
も
に
「
在
庁
名
L

の
注
記
が
あ
り
、
同

じ
文
書
の
中
で
今
富
名
に
「
守
護
領
」
と
注
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
こ
の
両
名

も
守
護
領
で
は
な
い
と
判
断
し
得
る
。

(5)

建
久
七
年
六
月
日
若
狭
国
源
平
両
家
祇
候
輩

交
名
案
(
ホ
|
四
五
)
に
、
佐
分
四
郎
時
家

の
名
が
見
え
る
。

(
6
)

『
県
史
』

2
、
本
郷
文
書
六
六
・
六
七
号
。

(7)

寸
永
享
以
来
御
番
帳
」
寸
文
安
年
中
御
番
帳
」

(
と
も
に
『
群
書
類
従
』
雑
部
)
の
い
ず
れ
に

も
一
番
に
佐
分
彦
六
郎
の
名
が
見
え
、
後
者
で

在
国
衆
と
さ
れ
て
い
る
。

(
8
)

小
林
宏
「
室
町
時
代
の
守
護
使
不
入
権
に
つ

い
て
」
(
『
北
大
史
学
』
一
一
号
、
の
ち
、
小
川

信
編
『
論
集
日
本
歴
史
5

室
町
政
権
』
有
精

堂
、
一
九
七
五
年
、
所
収
)
な
ど
。

(
9
)

『
親
元
日
記
』
寛
正
六
年
三
月
二
十
一
日
条
、

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
同
二
十
四
日
条
。

(
叩
)
『
親
元
日
記
』
寛
正
六
年
三
月
二
十
三
日
条
。

(
日
)
同
右
、
同
年
八
月
十
一
日
条
に
よ
る
と
、
親

元
は
富
田
郷
楽
音
寺
の
求
め
に
応
じ
て
、
同
寺

領
田
畠
一
町
三
反
を
「
任
亡
父
知
日
産
(
親
当
)

自
筆
下
知
状
之
旨
」
せ
て
預
置
く
旨
の
「
宛
状
し

を
下
し
て
い
る
。

(
ロ
)
建
武
元
年
十
二
月
日
太
良
荘
雑
掌
重
申
状
案

(
ツ
二
四
)
、
同
二
年
太
良
荘
雑
掌
申
状
案

(は
1

九
三
)
。

(
日
)
康
永
三
年
の
幕
府
引
付
方
コ
一
番
に
属
し
た
粟

飯
原
下
総
守
清
胤
(
『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
之

八
八
以
下
『
史
料
』
六
l
八
、
の
ご
と
く
略

記
〉
、
一
七
六

1
一
八

O
夏
、
結
城
文
書
)
の
こ

と
を
、
『
園
太
暦
』
は
「
相
原
、
守
L

と
記
し
て

い
る
(
貞
和
五
年
間
六
月
二
日
条
)
。
な
お
、
「
永

享
以
来
御
番
帳
L

に
粟
飯
原
下
総
守
・
同
三
郎

主
衛
門
尉
、
ー
文
安
年
中
御
番
帳
」
に
粟
飯
原
下

総
守
を
載
せ
る
。

(
日
比
)
貞
和
五
年
三
月
日
東
寺
越
訴
状
案
の
副
進
文

書
の
一
つ
、
恒
校
保
田
自
国
他
領
散
在
注
文
抄
に

「
一
所
東
郷
内
醐
明
知
行
L

と
あ
る
(
『
教
王
護
国

寺
文
書
』
三
八
五
号
)
。
こ
の
注
文
抄
は
、
前
に

続
く
太
良
荘
回
畠
他
領
散
在
注
文
抄
と
共
に
、

正
安
四
年
の
実
検
取
帳
な
ど
か
ら
必
要
部
分
を

抄
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
割
注
部
分
は
、

そ
こ
に
見
え
る
人
名
(
た
と
、
え
ば
織
手
名
の
寺

岡
九
郎
左
衛
門
尉
な
ど
注
初
参
照

l
)

か
ら
み
て
、
こ
の
注
文
抄
が
作
成
さ
れ
た
貞
和

五
年
当
時
の
状
況
を
示
す
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

(
日
)
「
若
狭
国
守
護
職
次
第
」
〈
以
下
「
守
護
次
第
」

と
略
記
〉
(
『
群
書
類
従
』
補
任
部
)
。
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(
M
M
)

応
安
一
二
j
四
年
の
国
一
撲
の
際
、
守
護
軍
が

常
に
西
津
か
ら
出
撃
し
西
津
に
帰
陣
し
て
い
る

の
を
始
め
(
守
護
次
第
て
一
色
氏
の
守
護
所
が

西
津
荘
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
徴
証
は
枚
挙
に

い
と
ま
が
な
い
。

(
口
)
「
守
護
次
第
」
に
よ
る
と
、
応
永
十
六
年
に
守

護
代
三
方
範
忠
は
「
開
発
守
護
代
宿
所
μ

を
「
塩

浜
の
若
王
子
前
」
へ
移
し
た
と
い
う
。
か
つ
て

私
は
、
こ
の
三
方
氏
の
宿
所
移
転
を
西
津
荘
か

ら
開
発
保
へ
の
移
転
か
、
開
発
保
内
で
の
移
転

か
判
断
を
避
け
る
叙
述
を
し
た
が
(
拙
稿
「
室

町
期
若
狭
守
護
代
三
方
氏
の
動
向
」
守
兵
庫
教
育

大
学
研
究
紀
要
』
一

O
巻
、
注
目
)
、
い
ず
れ
に

し
て
も
「
塩
浜
し
を
開
発
保
内
と
考
え
た
。
そ

れ
は
、
小
浜
市
北
塩
屋
東
部
に
「
ナ
イ
コ
ウ
ジ

(
若
王
子
)
山
」
の
地
名
を
残
す
と
す
る
『
福

井
県
の
地
名
』
(
平
凡
社
、
一
九
八
一
年
)
の
記

述
(
六
二
二
百
〈
)
に
拠
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ

の
後
刊
行
さ
れ
た
「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
日

福
井
県
』
で
は
、
こ
の
「
塩
浜
」
を
、
小
浜

市
街
南
西
部
の
塩
浜
小
路
(
小
浜
市
自
費
・
玉

前
付
近
)
と
推
定
し
て
い
る
(
五
五
九
頁
)
。
今

の
と
こ
ろ
『
福
井
県
の
地
名
』
の
説
に
従
い
た

99 

河
村

南
北
朝
期
の
若
狭
守
護
領

い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
時
期
の
差
だ
け
で
あ

り
、
開
発
保
に
守
護
代
宿
所
が
置
か
れ
た
こ
と

に
は
変
わ
り
が
な
い
。

(
間
)
暦
応
三
年
十
月
二
十
日
地
頭
経
光
避
状
(
『
県

史』

9
、
明
通
寺
文
書
二
八
号
)
。

(
川
口
)
注
H
恒
枝
保
田
畠
他
領
散
在
注
文
抄
。

(
却
)
寺
岡
九
郎
左
衛
門
尉
は
、
康
永
三
年
五
月
十

七
日
の
足
利
直
義
の
新
熊
野
社
参
詣
や
(
『
師
守

記
』
同
日
条
)
、
翌
年
八
月
二
十
九
日
の
尊
氏
・

直
義
の
天
龍
寺
供
養
の
際
の
随
兵
に
列
し
て
い

る
他
(
『
史
料
』
六
九
、
二
五
一
・
二
八
八
・

三
一
五
頁
)
、
観
応
二
年
七
月
三
十
日
直
義
が
京

都
か
ら
没
落
し
た
時
こ
れ
に
従
っ
た
武
士
の
中

に
「
寺
岡
越
中
入
道
一
族
L

も
含
ま
れ
て
い
た

(
『
史
料
』
六
一
五
、
一
五
七

1
八
頁
、
観
応

二
年
日
次
記
)
。
な
お
、
「
永
享
以
来
」
「
文
安
年

中
」
両
番
帳
に
は
見
え
な
い
も
の
の
、
「
常
徳
院

御
動
座
当
時
在
陣
衆
着
到
し
(
『
群
書
類
従
』
雑

部
)
の
二
番
に
寺
岡
九
郎
左
衛
門
尉
の
名
が
認

め
ら
れ
る
。

(
幻
)
年
月
日
欠
某
申
状
案
(
『
小
浜
市
史
』
諸
家
文

書
編
三
、
中
世
文
書
七
三
号
〈
奉
文
書
〉
)
。
な

お
、
松
浦
義
則
「
南
北
朝
期
若
狭
太
良
荘
と
松

-
鎌
倉
末
期
得
宗
領
か
ら
の
継
承
を
め
ぐ
っ
て
|

田
知
基
L

(

『
福
井
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
皿

部
、
社
会
科
学
、
四
一
号
)
参
照
。

(
担
)
前
注
松
浦
氏
論
文
。

(
お
)
同
右
。

(
剖
)
年
欠
十
月
十
三
日
某
書
状
案
(
『
県
史
』

2
、

内
閣
文
庫
所
蔵
諸
状
案
文
九
号
)
。

(
お
)
た
と
え
ば
、
応
永
十
四
年
三
月
日
長
講
堂
領

目
録
(
『
県
史
』

2
、
集
二
号
)
、
『
看
聞
日
記
』

永
享
六
年
二
月
二
十
二
日
条
な
ど
。

(
出
)
「
政
所
賦
銘
引
付
』
(
『
室
町
幕
府
引
付
史
料

集
成
』
上
巻
)
文
明
十
年
十
一
月
十
九
日
条
。

(
幻
)
『
壬
生
家
文
書
』
一
二
二
一
号
(
ご
。

(
却
)
同
右
、
三
三
二
・
三
二
七
・
三
五
一
号
、
三

五
O
号
(
五
)
な
ど
。

(
却
)
貞
和
五
年
三
月
日
東
寺
越
訴
状
案
(
『
教
王
護

国
寺
文
書
』
三
八
五
号
)
。

(ω)
貞
治
三
年
「
太
良
荘
地
頭
方
評
定
引
付
」
(
タ

ー
一
四
)
一
一
一
月
二
十
九
日
条
。

(
訂
)
い
ず
れ
も
年
欠
で
三
月
晦
日
・
九
月
十
五

日
・
同
日
の
太
良
荘
公
文
弁
祐
書
状
(
リ
|
二

五
九
・
二
七
一
・
二
七
二
)
。
石
川
氏
の
在
京
奉

行
在
職
徴
証
と
し
て
は
、
応
永
十
八
年
十
月
二

十
六
日
一
色
氏
在
京
奉
行
連
署
奉
書
(
つ

l
二
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ー
七
、
ミ
七
一
一
|
六
)
が
あ
る
。

(
幻
)
網
野
善
彦
『
中
世
荘
園
の
様
相
』
(
塙
書
房
、

一
九
六
六
年
)
一
九
二
頁
、
石
井
氏
前
掲
書
、

四一二

O
頁。

(
お
)
拙
稿
「
南
北
朝
期
の
若
狭
国
人
三
方
氏
に
つ

い
て
」
(
『
若
越
郷
土
研
究
』
三
四
|
六
)
。

(M)

若
狭
国
鉢
興
寺
年
貢
注
文
(
『
県
史
』

2
、
明

王
院
文
書
六
号
)
。

(
お
)
『
県
史
』

2
、
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
文
書
二
八
号
。

(
お
)
石
井
氏
の
表
と
は
以
下
の
よ
う
な
墳
末
な
点

で
相
違
は
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
氏
の
成
呆
を

ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
前
提
に
し
て
い
る
。

①
石
井
氏
が
A
と
さ
れ
た
今
富
名
は
、
税
所
領

と
い
う
性
格
の
方
を
優
先
し
て

B
と
し
た
。

②
佐
古
出
作
を
石
井
氏
は
B
と
さ
れ
る
が
、
大

国
文
朱
注
に
よ
れ
ば
、

C
と
す
べ
き
で
あ
る
。

③
賀
尾
浦
の
総
回
数
を
石
井
氏
よ
り
一

O
歩
多

く
し
て
い
る
(
氏
の
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
で
あ
ろ

、
7
)
。

④
朱
注
の
な
い
丹
生
浦
を
後
掲
史
料
B
か
ら
と

り
あ
え
ず
B
と
し
た

(
C
の
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
)
。

「
若
狭
国
税
所
今
富
名
領
主
代
々
次
第
」
〈
以

37 

下
「
今
富
次
第
」
と
略
記
〉
(
『
群
書
類
従
』
補
今
富
名
以
外
の
所
領
が
「
税
所
今
富
名
」
に
含

(
賢
)

任
部
)
の
「
洞
院
内
大
臣
公
継
卿
」
の
項
に
寸
公
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
た
だ
、

家
一
統
の
御
代
、
世
上
動
乱
之
後
、
国
司
税
所
表

E
の
常
満
保
は
、
「
税
所
御
領
内
常
満
保
」
の

今
富
」
と
あ
る
の
は
、
「
国
司
が
税
所
今
富
名
を
表
記
は
あ
る
も
の
の
(
『
県
史
』

9
、
神
宮
寺
文

賜
っ
た
」
の
謂
と
考
え
ら
れ
、
同
項
末
尾
に
「
税
書
一
五
号
)
、
「
今
富
」
を
冠
す
る
例
は
な
い
の

所
多
田
右
衛
門
尉
知
直
細
胡
よ
り
」
と
あ
る
の
は
、
で
、
「
税
所
今
富
名
」
が
表
E
す
べ
て
の
所
領
を

税
所
職
を
兼
帯
す
る
国
司
か
ら
多
聞
が
税
所
代
含
む
と
は
断
定
で
き
な
い
。

に
補
任
さ
れ
た
こ
と
を
一
不
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
(
但
)
発
心
寺
が
相
意
名
に
当
る
こ
と
は
、
大
田
文

な
お
、
洞
院
公
賢
が
通
説
に
い
う
若
狭
守
で
な
の
「
富
田
郷
」
の
項
に
「
相
意
発
心
寺
」
な
る

か
っ
た
こ
も
に
つ
い
て
は
、
吉
井
功
児
「
建
武
別
名
が
見
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
な

政
権
期
若
狭
国
の
国
司
と
守
護
」
上
(
『
若
越
郷
お
、
他
の
四
か
所
は
、
表

E
に
見
え
る
い
ず
れ

土
研
究
』
一
二
六
|
一
二
)
参
照
。
か
の
所
領
の
下
部
単
位
を
な
す
名
で
あ
ろ
う
。

(
お
)
「
今
富
次
第
L

に
よ
れ
ば
、
建
武
三
年
七
月
二
(
必
)
表
耳
で
、
史
料
的
制
約
か
ら
。
※

O
を
付
す

十
七
日
か
ら
斯
波
家
憲
(
家
兼
の
誤
り
)
が
今
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
も
少
な
く
な
い
が
、
逆

富
名
領
、
玉
、
つ
ま
り
税
所
職
に
補
任
さ
れ
て
い
に
史
料
B
に
は
、
表

E
に
見
え
な
い
国
分
寺
・

る
が
、
こ
の
家
兼
は
前
々
日
守
護
に
な
っ
て
い
三
方
浦
田
(
合
計
三
二
町
五
反
一
九

O
歩
)
ま

る

(

守

護

次

第

)

。

で

あ

り

、

南

北

朝

期

に

な

っ

て

新

た

に

「

税

所

(
却
)
紀
氏
系
図
裏
文
書
(
守
史
料
』
六
一
九
、
五
今
富
名
」
に
加
わ
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
こ
と
が

五

六

頁

)

。

う

か

が

え

る

。

し

た

が

っ

て

、

た

と

え

、

表

E

(ω)
表
E
に
見
え
る
能
登
浦
を
、
永
正
十
二
年
十
の
中
の
い
く
ら
か
が
税
所
領
か
ら
脱
落
し
た
と

一
月
九
日
永
井
清
家
補
任
状
(
『
県
史
』

8
、
渡
し
て
も
、
税
所
領
の
総
量
が
そ
れ
程
大
幅
に
減

辺
市
左
衛
門
家
文
書
八
号
)
は
「
税
所
今
富
L

少
し
た
と
考
え
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。

と
し
て
お
り
、
戦
国
期
に
な
っ
て
も
、
狭
義
の
(
必
)
南
北
朝
期
に
守
護
領
と
な
り
得
る
所
領
は
、
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い
う
ま
で
も
な
く
、
鎌
倉
期
の
旧
得
宗
領
に
限

ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
応
安
の

国
一
撲
の
あ
と
、
一
撲
方
の
中
心
と
な
っ
た
鳥

羽
氏
の
所
領
鳥
羽
荘
内
須
那
浦
山
が
閥
所
と
さ

{
守
護
一
色
修
理
大
夫
範
光
)

れ
、
「
し
ゅ
う
た
殿
方
御
ち
き
ゃ
う
」
に
帰
し

た
よ
う
に
(
注
幻
)
、
関
所
に
伴
う
守

ケ
ー
ス
も
当
然
想
定
で
き
る
。
た
だ
、
右
の

那
浦
山
が
守
護
代
小
笠
原
長
房
の
知
行
と
な
り

つ
い
で
小
笠
原
か
ら
多
烏
浦
万
祢
に
給
恩
と
し

て
年
貢
半
分
が
宛
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
(
同

前
、
お
よ
び
、
『
小
浜
市
史
』
諸
家
文
書
編
三
、

中
世
文
書
一

O
二
号
)
、
関
所
は
最
終
的
に
は

官
へ
の
給
地
と
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ

る
ま
い
か
。
ち
な
み
に
南
北
朝
期
の
若
狭
で
守

護
自
身
が
所
職
を
有
す
る
荘
園
・
国
街
領
は
、

一
節
で
ふ
れ
た
西
津
荘
・
開
発
保
と
須
那
浦

の
他
に
は
管
見
に
ふ
れ
て
い
な
い
。
著
わ

(
叫
)
南
北
朝
・
室
町
期
の
若
狭
に
お
け
る
、
税
所

を
軸
と
し
た
守
護
と
国
衝
の
か
か
わ
り
に
つ
い

て
は
、
拙
稿
「
南
北
朝
室
町
期
の
若
狭
守
護
と

国
街
」
(
『
兵
庫
教
育
大
学
研
究
紀
要
』
一
二
巻

で
粗
雑
な
考
察
を
し
て
い
る
。
な
く
、
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